
JP 2009-128583 A 2009.6.11

10

(57)【要約】
【課題】表示データの高速書き換えが可能な液晶表示装
置、電子機器、表示方法、表示プログラム及び記憶媒体
を提供する。
【解決手段】液晶表示装置２３ａは、各々、表示に寄与
する領域及び表示に寄与しない領域で構成された画素が
複数設けられた第１及び第２液晶表示層１４，１５を備
え、第１液晶表示層１４の画素の表示に寄与する領域は
第２液晶表示層１５の画素の表示に寄与しない領域に、
第１液晶表示層１４の画素の表示に寄与しない領域は第
２液晶表示層１５の画素の表示に寄与する領域に、それ
ぞれ対向するように設けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々、表示に寄与する領域及び表示に寄与しない領域で構成された画素が複数設けられ
た第１及び第２液晶表示層を備え、
　上記第１液晶表示層の画素の表示に寄与する領域は、上記第２液晶表示層の画素の表示
に寄与しない領域に、該第１液晶表示層の画素の表示に寄与しない領域は、該第２液晶表
示層の画素の表示に寄与する領域に、それぞれ対向するように設けられている液晶表示装
置。
【請求項２】
　請求項１に記載された液晶表示装置において、
　上記第１及び第２液晶表示層の画素の表示に寄与する領域と表示に寄与しない領域とは
、それぞれ該第１及び第２液晶表示層において列又は行方向に配列されている液晶表示装
置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載された液晶表示装置を備える電子機器。
【請求項４】
　請求項１又は請求項２に記載された液晶表示装置の表示方法において、
　上記第１液晶表示層の画素の表示に寄与する領域の表示データの消去と上記第２液晶表
示層の画素の表示に寄与しない領域への表示データの書込みとを実施するステップと、
　上記第１液晶表示層の画素の表示に寄与しない領域への表示データの書込みと上記第２
液晶表示層の画素の表示に寄与する領域の表示データの消去とを実施するステップと、
を備える液晶表示装置の表示方法。
【請求項５】
　請求項４に記載された液晶表示装置の表示方法をコンピュータに実行させるための表示
プログラム。
【請求項６】
　請求項５に記載された表示プログラムを記憶したコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置、電子機器、表示方法、表示プログラム及び記憶媒体に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、メモリ性液晶を用いた液晶表示装置に表示されている映像の書き換え技術が盛ん
に研究・開発されている。このような技術として、例えば、特許文献１には、メモリ性液
晶を用いた液晶表示装置に表示されている映像を高速に書き換える方法等が記載されてい
る。
【０００３】
　図１１に示す特許文献１の液晶表示素子１００には、光吸収体１６０の上に、赤色の光
を選択的に反射する赤色表示コレステリック液晶層１０１が配置され、その上に緑色の光
を選択的に反射する緑色表示コレステリック液晶層１０２が積層され、さらに、その上に
青色の光を選択的に反射する青色表示コレステリック液晶層１０３が積層されている。こ
れらのコレステリック液晶層１０１～１０３は、それぞれ、透明基板１５０～１５５、透
明電極１１１～１１６、高分子体１２１，１３１，１４１中に各色の選択反射を示す液晶
１２２，１３２，１４２を分散してなる液晶・高分子複合膜１２０，１３０，１４０等で
構成されている。
【０００４】
　透明電極１１１～１１６は、駆動回路１８０に接続されており、駆動回路１８０により
透明電極１１１，１１２の間、透明電極１１３，１１４の間及び透明電極１１５，１１６
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の間にそれぞれ所定のパルス電圧が印加される。この印加電圧に応じて、コレステリック
液晶層は、光を透過する状態と光を選択的に反射する状態とを実現する
　次に、この駆動方法について説明する。各走査電極及び信号電極に印加する電圧波形と
、その結果液晶に印加される電圧波形を図１２に示す。図１２の波形（ａ），（ｂ），（
ｃ）はそれぞれ走査電極に印加される電圧波形を示す。波形（ｄ），（ｅ）はそれぞれ信
号電極に印加される電圧波形を示す。波形（ｆ）は選択された走査電極と選択された信号
電極が交差する画素を構成する液晶に印加される電圧波形を示している。３０１はリセッ
ト期間、３００（１）～３００（ｍ）は走査期間、３０２は表示期間である。
【０００５】
　リセット期間３０１には各走査電極に走査リセット信号として、フォーカルコニック状
態に近づける電圧ＶＦ、パルス幅ｔ１のパルス電圧を印加する。リセット期間３０１には
各信号電極に電圧を印加しない。これによりリセット期間３０１中、全画素に電圧ＶＦ、
パルス幅ｔ１のパルス電圧が印加される。
【０００６】
　次に、書き換えの対象となる画素が配置されている走査電極の走査期間には、走査電極
に電圧Ｖｒ、パルス幅ｔ２のパルス電圧を印加する。これと同時に書き換えの対象となる
画素が配置されている信号電極に電圧Ｖｃ１（３）、パルス幅ｔ２のパルス電圧を印加す
る。選択された走査電極と選択された信号電極とが交差する位置の画素には、電圧Ｖｒ－
Ｖｃ１（３）、パルス幅ｔ２のパルス電圧が印加される。
【０００７】
　全画面の書き換えに必要な時間は、リセット期間＋走査期間なので、ｔ１＋ｍ×ｔ２と
なる。リセット期間後にプレーナ状態となる画素を選択する時間に比べ、リセット期間後
にフォーカルコニック状態となる画素を選択する時間は長く、ｔ１＞＞ｔ２である。上記
の駆動方法を用いることにより、画素数が増えても時間の長いリセット期間は増えないた
め、高速で書き換えることができる。　
【特許文献１】特開平１１－３２６８７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載の書き換え方法では、リセット期間と、リセット期間
後の新たに表示する表示データの書き込み期間とが必要となる。このため、現在表示され
ている表示データから新たに表示する表示データへ書き換えに必要とする期間が長くなる
という問題がある。
【０００９】
　本発明は上記の課題を鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、表示デー
タの高速書き換えが可能な液晶表示装置、電子機器、表示方法、表示プログラム及び記憶
媒体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る液晶表示装置は、各々、表示に寄与する領域及び表示に寄与しない領域で
構成された画素が複数設けられた第１及び第２液晶表示層を備え、第１液晶表示層の画素
の表示に寄与する領域は第２液晶表示層の画素の表示に寄与しない領域に、第１液晶表示
層の画素の表示に寄与しない領域は第２液晶表示層の画素の表示に寄与する領域に、それ
ぞれ対向するように設けられていることを特徴とする。
【００１１】
　このような構成によれば、液晶表示装置の１画素内に、表示に寄与する領域と表示に寄
与しない領域とが設けられているため、新たな表示データを表示する際は、表示に寄与し
ていた領域を表示に寄与しない領域にし、表示に寄与していなかった領域を表示に寄与す
る領域にするだけである。このため、従来のように表示に寄与していた領域を表示に寄与
しない領域にした後に、新たな表示データを表示に寄与していた領域に表示させるものに
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対し、新たな表示データを表示するまでに要する期間を短縮することが可能になる。
【００１２】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、第１及び第２液晶表示層の画素の表示に寄与する
領域と表示に寄与しない領域とが、それぞれ第１及び第２液晶表示層において列又は行方
向に配列されていてもよい。
【００１３】
　このような構成によれば、表示に寄与していなかった領域を表示に寄与する領域にする
際、液晶表示層の行又は列方向の電極の選択回数を削減することが可能であり、新たな表
示データを表示するまでに要する期間を短縮することが可能になる。
【００１４】
　本発明に係る電子機器は、上記液晶表示装置を備えるため、新たな表示データを表示す
るまでに要する期間を短縮することができる。
【００１５】
　本発明に係る液晶表示装置の表示方法は、上記液晶表示装置の第１液晶表示層の画素の
表示に寄与する領域の表示データの消去と第２液晶表示層の画素の表示に寄与しない領域
への表示データの書込みとを実施するステップと、第１液晶表示層の画素の表示に寄与し
ない領域への表示データの書込みと第２液晶表示層の画素の表示に寄与する領域の表示デ
ータの消去とを実施するステップと、を備えたことを特徴とする。
【００１６】
　このような構成によれば、新たな表示データを表示する際は、表示に寄与していた領域
を表示に寄与しない領域にし、表示に寄与していなかった領域を表示に寄与する領域にす
るだけであり、新たな表示データを表示するまでに要する期間を短縮することが可能にな
る。
【００１７】
　本発明に係る表示プログラムは、上記液晶表示装置の表示方法をコンピュータに実行さ
せる。
【００１８】
　本発明に係る記憶媒体は、上記表示プログラムを記憶したコンピュータ読取可能な記憶
媒体である。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、表示データの高速書き換えが可能な液晶表示装置、電子機器、表示方
法、表示プログラム及び記憶媒体を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について図を用いて詳細に説明するが、本発明はこれらに限定
されるものではない。
【００２１】
　（第１の実施形態）
　　（液晶表示装置２３ａの構成）
　図１（ａ）は、本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置２３ａを備えたディスプレ
イ２０の模式図を示す。ディスプレイ２０は、コレステリック液晶表示層を備える液晶表
示装置２３ａと、液晶表示装置２３ａの表示状態を記憶する記憶装置２２と、液晶表示装
置２３ａと記憶装置２２を制御する制御装置２１と、を備えている。液晶表示装置２３ａ
、記憶装置２２及び制御装置２１は、互いにデータ伝達経路となるシステムバス２４で電
気的に接続されている。
【００２２】
　図１（ｂ）は、液晶表示装置２３ａの表示領域におけるＲＧＢ配置図を示す。ＲＧＢは
、信号線方向（行方向）に配置されている。更に、１画素は、走査線２本及び信号線１本
に囲まれる領域となる。なお、ＲＧＢは、走査線方向（列方向）に配置してもよい。
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【００２３】
　図１（ｃ）は、図１（ｂ）における液晶表示装置２３ａの表示領域のＸ－Ｙ断面図を示
す。図１（ｃ）に示すように、液晶表示装置２３ａは、コレステリック液晶表示層の第１
層１４及び第２層１５と、遮光層１３とを備えている。
【００２４】
　第１層１４は、一対の透明基板１，５と、一方の透明基板１上に形成された透明電極２
と、他方の透明基板５上に形成された透明電極４と、透明電極２，４が形成された透明基
板１，５の間に配置されたコレステリック液晶層３（Ｒ（１），Ｒ（２）、Ｇ（１），Ｇ
（２）、Ｂ（１），Ｂ（２））と、コレステリック液晶層３を分離する遮光層１１とを備
えている。ここで、Ｒ（１），Ｒ（２）は赤色光を選択的に反射可能なコレステリック液
晶層であり、Ｇ（１），Ｇ（２）は緑色光を選択的に反射可能なコレステリック液晶層で
あり、Ｂ（１），Ｂ（２）は青色光を選択的に反射可能なコレステリック液晶層である。
【００２５】
　第２層１５は、一対の透明基板６，１０と、一方の透明基板６上に形成された透明電極
７と、他方の透明基板１０上に形成された透明電極９と、透明電極７，９が形成された透
明基板６，１０の間に配置されたコレステリック液晶層８（Ｒ（３），Ｒ（４）、Ｇ（３
），Ｇ（４）、Ｂ（３），Ｂ（４））と、コレステリック液晶層８を分離する遮光層１２
とを備えている。Ｒ（３），Ｒ（４）は赤色光を選択的に反射可能なコレステリック液晶
層であり、Ｇ（３），Ｇ（４）は緑色光を選択的に反射可能なコレステリック液晶層であ
り、Ｂ（３），Ｂ（４）は青色光を選択的に反射可能なコレステリック液晶層である。
【００２６】
　なお、図１（ｄ）に示すように、同じ色の光を選択的に反射するコレステリック液晶層
の間（具体的には、Ｒ（１）とＲ（２）との間、Ｇ（１）とＧ（２）との間、Ｂ（１）と
Ｂ（２）との間、Ｒ（３）とＲ（４）との間、Ｇ（３）とＧ（４）との間、及び、Ｂ（３
）とＢ（４）との間）の遮光層１１，１２は形成されていなくてもよい。
【００２７】
　液晶表示装置２３ａの画素は、赤色光を選択的に反射可能なコレステリック液晶層Ｒ（
１）～Ｒ（４）で１画素を構成し、緑色光を選択的に反射可能なコレステリック液晶層Ｇ
（１）～Ｇ（４）で１画素を構成し、また、青色光を選択的に反射可能なコレステリック
液晶層Ｂ（１）～Ｂ（４）で１画素を構成している。すなわち、１本の透明電極２と２本
の透明電極４とが交差する領域のコレステリック液晶層と、１本の透明電極７と２本の透
明電極９とが交差する領域のコレステリック液晶層と、により１画素が構成されている。
【００２８】
　コレステリック液晶層３，８において、枝番号（１）と枝番号（４）のコレステリック
液晶層とが第１の領域を構成しており、枝番号（２）と枝番号（３）のコレステリック液
晶層とが第２の領域を構成している。液晶表示装置２３ａは、その第１の領域が表示デー
タを表示する「表示の領域」の場合には第２の領域が表示データを表示しない「非表示の
領域」となる（第１の状態）。また、液晶表示装置２３ａは、その第１の領域が表示デー
タを表示しない「非表示の領域」の場合に、第２の領域が表示データを表示する「表示の
領域」となる（第２の状態）。このように、第１層１４の画素の表示に寄与する領域は、
第２層１５の画素の表示に寄与しない領域に、第１層１４の画素の表示に寄与しない領域
は、第２層１５の画素の表示に寄与する領域に、それぞれ対向するように設けられている
。
【００２９】
　ここで、「表示の領域」のコレステリック液晶層は、特定の色の光を選択反射するプレ
ーナ状態（Ｐ）又は入射光を透過するフォーカルコニック状態（Ｆ）となっており、「非
表示の領域」のコレステリック液晶層は、入射光を透過するフォーカルコニック状態とな
っている（図２及び図３参照）。
【００３０】
　コレステリック液晶層は、一方の透明電極と他方の透明電極とに印加する電圧により、
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プレーナ状態、フォーカルコニック状態、及び、ホメオトロピック状態の何れかの状態を
取ることが可能である。プレーナ状態とは特定色の光を選択反射し、反射されなかった光
を透過する状態であり、フォーカルコニック状態とは入射光がコレステリック液晶層を透
過する状態であり、ホメオトロピック状態とは入射光が弱い散乱を受けることなくコレス
テリック液晶層を透過する状態である。プレーナ状態及びフォーカルコニック状態は、両
透明電極に電圧を印加しなくても安定して存在する。
【００３１】
　液晶表示装置２３ａにおいて、第１の状態で表示データが表示されている場合、新たに
表示する表示データは第２の状態で表示される。また、液晶表示装置２３ａにおいて第２
の状態で表示データが表示されている場合、新たに表示する表示データは第１の状態で表
示される。このように、第１の状態と第２の状態とを交互に切替えて表示データの表示を
行う。
【００３２】
　　（液晶表示装置２３ａの製造方法）
　次に、液晶表示装置２３ａの製造方法について説明する。
【００３３】
　まず、透明基板５上に、フォトリソグラフィ法を用いて遮光層１１を形成する。具体的
には、透明基板５上に感光性高分子物質を塗布し、側壁パターンの遮光層１１を形成する
ように露光現像する。次に、側壁パターンの遮光層１１間の透明基板５上に、透明電極４
を形成し、続いて側壁パターンの遮光層１１内にコレステリック液晶を滴下注入する。
【００３４】
　次に、透明基板５と対向する透明基板１上に、透明電極４と直交するようにストライプ
状の透明電極２を形成する。次に、透明基板１及び透明基板２の少なくとも一方の基板周
辺部に、シール剤（不図示）を塗布した後、透明基板１と透明基板２とを重ね貼り合せる
。続いて紫外線照射又は加熱によりシール剤を硬化させ、第１層１４を作製する。
【００３５】
　次に、第２層１５も上記第１層１４と同様にして作製した後、第１層１４と第２層１５
とを対向配置させる。続いてバックライト（不図示）等を設けることにより、液晶表示装
置２３ａを作製する。
【００３６】
　　(液晶表示装置２３ａの表示方法)
　ディスプレイ２０における液晶表示装置２３ａの表示方法を、図１、図４及び図５を用
いて説明する。図４（a）は、第１の状態より第２の状態に書き換わる際の表示状態の変
化を示す図である。図４（ｂ）は、そのときの液晶表示装置２３ａと、従来の液晶表示装
置との画素の表示状態の時間変化の比較図である。図５は液晶表示装置２３ａの表示デー
タの書き換えフロー図である。
【００３７】
　液晶表示装置２３ａ及び記憶装置２２は、制御装置２１により制御されている。液晶表
示装置２３ａで表示データの書き換えを行う場合、記憶装置２２に記憶されている現在の
液晶表示装置２３ａの表示状態（第１の状態又は第２の状態）を示す表示状態情報は、制
御装置２１に読み出される（図５のステップＳ２）。
【００３８】
　記憶装置２２より読み出された表示状態情報が第１の状態を示す場合、図５のステップ
Ｓ３及びＳ４に進み、表示状態情報が第２の状態を示す場合、図５のステップＳ７及びＳ
８に進む。
【００３９】
　図４に示す書き換え前の表示状態は第１の状態となっている。第１の領域の枝番号（１
）領域及び枝番号（４）領域が表示の領域であり、緑色の光を選択的に反射するプレーナ
状態となっている。第２の領域の枝番号（２）領域及び枝番号（３）領域が非表示の領域
であり、光を透過するフォーカルコニック状態となっている。枝番号（１）領域で選択的
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に反射された緑色の光は液晶表示装置２３ａより外部に出射される。枝番号（４）領域で
選択的に反射された緑色の光は、フォーカルコニック状態である枝番号（２）領域を透過
し、液晶表示装置２３ａから外部に出射される。書き換え前の表示状態が第１の状態であ
るため、記憶装置２２には第１の状態を示す表示状態情報が記憶されている。
【００４０】
　制御装置２１により第１の状態を示す表示状態情報が読み出されると、制御装置２１は
、第２の状態で書き換え後の表示データが表示されるよう液晶表示装置２３ａを制御する
。最初に、枝番号（１）領域の表示の領域から非表示の領域へのリセットと、枝番号（３
）領域を非表示の領域から表示の領域への書き換えと、を実行する（図５のステップＳ３
及びＳ４）。図４（ｂ）に示すように、枝番号（１）領域はリセット期間であり、プレー
ナ状態の枝番号（１）領域はフォーカルコニック状態となる。また、図４（ｂ）に示すよ
うに、枝番号（３）領域は書き換え期間であり、フォーカルコニック状態の枝番号（３）
領域は表示の領域になり、表示データに応じてプレーナ状態とフォーカルコニック状態の
いずれか一方の状態となる。ここでは、フォーカルコニック状態の枝番号（３）領域はプ
レーナ状態となる。枝番号（２）領域はリセット状態、枝番号（４）領域は表示状態とな
っている。
【００４１】
　図５のステップＳ３が完了すると、枝番号（１）領域はリセット状態となり、ステップ
Ｓ５に進むことになる。このステップでは、枝番号（２）領域は書き換え期間であり、フ
ォーカルコニック状態の枝番号（２）領域は表示の領域になり、表示データに応じてプレ
ーナ状態とフォーカルコニック状態のいずれか一方の状態となる。ここでは、フォーカル
コニック状態の枝番号（２）領域はプレーナ状態となる（図５のステップＳ５）。図４（
ｂ）に示すように、このステップが完了すると、枝番号（２）領域は表示状態となる。
【００４２】
　図５のステップＳ４が完了すると枝番号（３）領域は表示状態となり、ステップＳ６に
進むことになる。このステップでは、枝番号（４）領域はリセット期間であり、プレーナ
状態の枝番号（４）領域はフォーカルコニック状態となる。（図５のステップＳ６）。図
４（ｂ）に示すように、このステップが完了すると、枝番号（４）領域はリセット状態と
なる。
【００４３】
　図５のステップＳ５及びＳ６が完了すると、液晶表示装置２３ａは、第２の状態で書き
換え後の表示データを表示することになり、ステップＳ１１で書き換えステップが完了し
たか否かを、制御装置２１で判定する。書き換えステップが完了したと判定された場合、
制御装置２１による第２の状態を示す表示状態情報の書込みが記憶装置２２に行われる。
更に、ステップＳ２２に進み、書き換えを終了する。書き換えステップを継続すると制御
装置２１で判定された場合、ステップＳ２に戻り、記憶装置２２に記憶されている表示状
態情報の判定を実行する。
【００４４】
　書き換えステップの前後で、表示データが異なっていてもよいし、同一であってもよい
。従来技術で表示データを書き換える場合、図４（ｂ）に示すように書き換える領域をリ
セットした後に表示データを書き換えるため、書き換え開始から終了までには、リセット
期間と書き換え期間が必要となる。
【００４５】
　これに対して本実施形態で表示データを書き換える場合、これまでリセット状態であっ
た非表示の領域を表示状態（表示の領域）にし、これまで表示状態であった表示の領域を
リセット状態（非表示の領域）にすることになる。表示データを書き込む非表示の領域は
既にリセット状態であるため、リセット状態の領域を表示状態にするには書き換え期間の
みが必要である。また、表示状態の表示の領域をリセット状態にするにはリセット期間の
みが必要である。
【００４６】
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　本実施形態で、第１層１４及び第２層１５のそれぞれに非表示の領域及び表示の領域が
配置されており、第１層１４の非表示の領域に対する書き換え期間と、第２層１５の非表
示の領域に対する書き換え期間と、をパラレルに実行することが可能である。また、第１
層１４の表示の領域に対するリセット期間と、第２層１５の表示の領域に対するリセット
期間と、をパラレルに実行することが可能である。このため、書き換え開始から終了まで
を高速化することが可能となる。
【００４７】
　本実施例では、第１層１４の表示の領域に対するリセット期間と、第２層１５の表示の
領域に対するリセット期間と、が異なる期間に実行される例を示したが、これらを同時に
スタートし、リセット期間終了後に第１層１４の非表示の領域に対する書き換え期間と、
第２層１５の非表示の領域に対する書き換え期間と、を開始するようにしてもよい。この
場合、これまで表示されていた表示データがリセットされるため、続く書き換え期間では
次の表示データのみが液晶表示装置２３ａに表示される。従って、ユーザーは次の表示デ
ータをより早期に判別することが可能になる。
【００４８】
　第１層１４及び第２層１５は、それぞれ表示の領域を備えており、表示の領域のいずれ
か一方のみを特定の色の光を選択反射するプレーナ状態にする場合と、表示の領域の両方
を特定の色の光を選択反射するプレーナ状態にする場合と、にすることが可能となる。こ
のため、外部に反射する光をコントロールすることが可能となり、階調の表示が可能とな
る。また、表示の領域となるコレステリック液晶層への印加電圧や印加電圧パルス幅を制
御することで、光の反射率を制御することが可能であり、中間調を表示することが可能に
なる。なお、第１層１４及び第２層１５の一方の層全てを表示の領域にし、他方の層全て
を非表示の領域にしてもよい。
【００４９】
　（第２の実施形態）
　　（液晶表示装置２３ｂの構成）
　次に、本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置２３ｂの構成について説明する。液
晶表示装置２３ｂは、液晶表示装置２３ａと同様に、図１（ａ）で示されるディスプレイ
２０の構成要素となっている。
【００５０】
　液晶表示装置２３ｂは、図６（ａ）に示すように、コレステリック液晶表示層の第１層
４４及び第２層４５と、遮光層４３とを備えている。第１層４４は、一対の透明基板３１
，３５と、一方の透明基板３１上に形成された透明電極３２と、他方の透明基板３５上に
形成された透明電極３４と、一対の透明基板３１，３５の間に配置されたコレステリック
液晶層３３（ＲI～ＲIII、ＧI～ＧIII、ＢI～ＢIII）と、コレステリック液晶層３３を分
離する遮光層４１とを備えている。ＲI～ＲIIIは、赤色光を選択的に反射可能なコレステ
リック液晶層であり、ＧI～ ＧIIIは緑色光を選択的に反射可能なコレステリック液晶層
であり、ＢI～ ＢIIIは青色光を選択的に反射可能なコレステリック液晶層である。
【００５１】
　第１層４４及び第２層４５は、ともに同様の構成となっており、第２層４５は、一対の
透明基板３６，４０と、一方の透明基板３６上に形成された透明電極３７と、他方の透明
基板４０上に形成された透明電極３９と、一対の透明基板３６，４０の間に配置されたコ
レステリック液晶層３８（ＲIV～ＲVI、ＧIV～ＧVI、ＢIV～ＢVI）と、コレステリック液
晶層３８を分離する遮光層４２とを備えている。ＲIV～ＲVIは赤色光を選択的に反射可能
なコレステリック液晶層であり、ＧIV～ＧVIは緑色光を選択的に反射可能なコレステリッ
ク液晶層であり、ＢIV～ＢVIは青色光を選択的に反射可能なコレステリック液晶層である
。
【００５２】
　なお、図６（ｂ）に示すように、同じ色の光を選択的に反射するコレステリック液晶層
の間（具体的には、ＲIとＲIIIとの間、ＧIとＧIIIとの間、ＢIとＢIIIとの間、ＲIVとＲ
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VIとの間、ＧIVとＧVIとの間、及び、ＢIVとＢVIとの間）の遮光層４１，４２は形成され
ていなくてもよい。
【００５３】
　第１層４４及び第２層４５には、それぞれ１画素あたり３つのコレステリック液晶層が
形成されており、図７に示す第３の状態から第８の状態の６つの状態を有することが可能
である。液晶表示装置２３ｂにおいて第３の状態で表示データが表示されている場合、新
たに表示する表示データは第８の状態でその表示が行われる。また、液晶表示装置２３ｂ
において第８の状態で表示データが表示されている場合、新たに表示する表示データは第
３の状態でその表示が行われる。このように、第３の状態と第８の状態とを交互に切替え
て表示データの表示を行う。更に、液晶表示装置２３ｂにおいて、第４の状態で表示デー
タが表示されている場合、新たに表示する表示データは第７の状態でその表示が行われる
。また、液晶表示装置２３ｂにおいて、第７の状態で表示データが表示されている場合、
新たに表示する表示データは第４の状態でその表示が行われる。このように、第４の状態
と第７の状態とを交互に切替えて表示データの表示を行う。更に、液晶表示装置２３ｂに
おいて、第５の状態で表示データが表示されている場合、新たに表示する表示データは第
６の状態でその表示が行われる。また、液晶表示装置２３ｂにおいて、第６の状態で表示
データが表示されている場合、新たに表示する表示データは第５の状態でその表示が行わ
れる。このように、第５の状態と第６の状態とを交互に切替えて表示データの表示を行う
。
【００５４】
　第３の状態及び第８の状態では、枝番号I、枝番号II及び枝番号VIの各領域が第１の領
域を構成しており、枝番号III、枝番号IV及び枝番号Vの各領域が第２の領域を構成してい
る。また、第４の状態及び第７の状態では、枝番号I、枝番号III及び枝番号Vの各領域が
第１の領域を構成しており、枝番号II、枝番号IV及び枝番号VIの各領域が第２の領域を構
成している。また、第５の状態及び第６の状態では、枝番号I、枝番号V及び枝番号VIの各
領域が第１の領域を構成しており、枝番号II、枝番号III及び枝番号IVの各領域が第２の
領域を構成している。
【００５５】
　液晶表示装置２３ｂは、第１の領域が表示データを表示する「表示の領域」の場合に第
２の領域が表示データを表示しない「非表示の領域」となる第３の状態、第４及び第５の
状態、第１の領域が表示データを表示しない「非表示の領域」の場合に第２の領域が表示
データを表示する「表示の領域」となる第６の状態、第７及び第８の状態を備えている。
このように、第１層４４の画素の表示に寄与する領域は、第２層４５の画素の表示に寄与
しない領域に、第１層４４の画素の表示に寄与しない領域は、第２層４５の画素の表示に
寄与する領域に、それぞれ対向するように設けられている。
【００５６】
　ここで、「表示の領域」のコレステリック液晶層は、特定の色の光を選択反射するプレ
ーナ状態若しくは入射された光を透過するフォーカルコニック状態であり、「非表示の領
域」のコレステリック液晶層は入射された光を透過するフォーカルコニック状態のみであ
る（図７（ａ）～（ｇ）参照）。
【００５７】
　例えば、液晶表示装置２３ｂにおいて、第３の状態で表示データが表示されている場合
、新たに表示する表示データは第８の状態でその表示が行われる（グループ１）。また、
液晶表示装置２３ｂにおいて第８の状態で表示データが表示されている場合、新たに表示
する表示データは第３の状態でその表示が行われる。このように、第３の状態と第８の状
態とを交互に切替えて表示データの表示を行う。また、他に状態を交互に切り替えて表示
データの表示を行うグループは、図７（ｇ）に示すように、グループ２（第４及び第７の
状態）と、グループ３（第５及び第６の状態）とがある。
【００５８】
　　(液晶表示装置２３ｂの表示方法)
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　次に、本発明の第２の実施形態における液晶表示装置２３ｂの表示方法を、図１（ａ）
、図５及び図８を用いて説明する。液晶表示装置２３ｂと記憶装置２２とは、制御装置２
１により制御されており、液晶表示装置２３ｂで表示データの書き換えを行う場合、記憶
装置２２に記憶されている現在の液晶表示装置２３ｂの表示状態（第３の状態又は第８の
状態）を示す表示状態情報は、制御装置２１に読み出される（図５のステップＳ２）。
【００５９】
　記憶装置２２より読み出された表示状態情報が第３の状態を示す場合、図５のステップ
Ｓ３及びＳ４に進み、表示状態情報が第８の状態を示す場合、図５のステップＳ７及びＳ
８に進む。図８（ａ），（ｂ）には、第３の状態より第８の状態に書き換わる例を示して
いる。
【００６０】
　図８（ａ），（ｂ）に示す書き換え前の表示状態は、第３の状態となっている。第１の
領域の枝番号I領域、枝番号II領域及び枝番号VI領域が表示の領域であり、例えば緑色の
光を選択的に反射するプレーナ状態となっている。第２の領域の枝番号III領域、枝番号I
V領域及び枝番号V領域が非表示の領域であり、光を透過するフォーカルコニック状態とな
っている。枝番号I領域及び枝番号II領域で選択的に反射された緑色の光は、液晶表示装
置２３ｂより外部に出射され、枝番号VI領域で選択的に反射された緑色の光は、フォーカ
ルコニック状態である枝番号III領域を透過し、液晶表示装置２３ｂより外部に出射され
る。書き換え前の表示状態が第３の状態であるため、記憶装置２２には第３の状態を示す
表示状態情報が記憶されている。
【００６１】
　制御装置２１により第３の状態を示す表示状態情報が読み出されると、制御装置２１は
、第８の状態で書き換え後の表示データが表示されるよう液晶表示装置２３ｂを制御する
。最初に、枝番号I領域及び枝番号II領域の表示の領域から非表示の領域へのリセットと
、枝番号IV領域及び枝番号V領域の非表示の領域から表示の領域への書き換えと、を実行
する（図５のステップＳ３及びＳ４）。図８（ｂ）に示すように、枝番号I領域及び枝番
号II領域はリセット期間であり、プレーナ状態の枝番号I領域及び枝番号II領域はフォー
カルコニック状態となる。また、図８（ｂ）に示すように、枝番号IV領域及び枝番号V領
域は書き換え期間であり、フォーカルコニック状態の枝番号IV領域及び枝番号V領域は表
示の領域になり、表示データに応じてプレーナ状態及びフォーカルコニック状態のいずれ
か一方の状態となる。ここでは、フォーカルコニック状態の枝番号IV領域及び枝番号V領
域はプレーナ状態となる。枝番号III領域はリセット状態となっており、枝番号VI領域は
表示状態となっている。
【００６２】
　図５のステップＳ３が完了すると、枝番号I領域及び枝番号II領域はリセット状態とな
り、ステップＳ５に進むことになる。このステップでは、枝番号III領域は書き換え期間
であり、フォーカルコニック状態の枝番号III領域は表示の領域になり、表示データに応
じてプレーナ状態とフォーカルコニック状態のいずれか一方の状態となる。ここでは、フ
ォーカルコニック状態の枝番号III領域は、プレーナ状態となる（図５のステップＳ５）
。図８（ｂ）に示すように、このステップが完了すると、枝番号III領域は表示状態とな
る。
【００６３】
　図５のステップＳ４が完了すると枝番号領域IV及び枝番号領域Vは表示状態となり、ス
テップＳ６に進むことになる。このステップでは、枝番号VI領域はリセット期間であり、
プレーナ状態の枝番号VI領域はフォーカルコニック状態となる。（図５のステップＳ６）
。図８（ｂ）に示すように、このステップが完了すると、枝番号VI領域はリセット状態と
なる。
【００６４】
　図５のステップＳ５及びＳ６が完了すると、液晶表示装置２３ｂは、第８の状態で書き
換え後の表示データを表示することになり、ステップＳ１１で書き換えステップが完了し
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たか否かを制御装置２１で判定する。書き換えステップが完了したと判定された場合、制
御装置２１による第８の状態を示す表示状態情報の書込みが記憶装置２２に行われる。更
に、ステップＳ２２に進み、書き換えを終了する。書き換えステップを継続すると制御装
置２１で判定された場合、ステップＳ２に戻り、記憶装置２２に記憶されている表示状態
情報の判定を実行する。
【００６５】
　書き換えステップの前後で、表示データが異なっていてもよいし、同一であってもよい
。従来技術で表示データを書き換える場合、図８（ｂ）に示すように書き換える領域をリ
セットした後に表示データを書き換えるため、書き換え開始から終了までにリセット期間
と書き換え期間が必要となる。
【００６６】
　これに対して本実施形態で表示データを書き換える場合、これまでリセット状態であっ
た非表示の領域を表示状態（表示の領域）にし、これまで表示状態であった表示の領域を
リセット状態（非表示の領域）にすることになる。表示データを書き込む非表示の領域は
既にリセット状態であるため、リセット状態の領域を表示状態にするには書き換え期間の
みが必要となる。また、表示状態の表示の領域をリセット状態にするにはリセット期間の
みが必要となる。
【００６７】
　第２の実施形態でも、第１層４４及び第２層４５のそれぞれに非表示の領域と表示の領
域とが配置されており、第１層４４の非表示の領域に対する書き換え期間と、第２層４５
の非表示の領域に対する書き換え期間と、をパラレルに実行することが可能である。また
、第１層４４の表示の領域に対するリセット期間と、第２層４５の表示の領域に対するリ
セット期間と、をパラレルに実行することが可能である。このため、書き換え開始から終
了までを高速化することが可能となる。
【００６８】
　第２の実施形態では、第１層４４の表示の領域に対するリセット期間と、第２層４５の
表示の領域に対するリセット期間と、が異なる期間に実行される例を示したが、これらの
期間を同時にスタートし、リセット期間終了後に第１層４４の非表示の領域に対する書き
換え期間と、第２層４５の非表示の領域に対する書き換え期間と、を開始するようにして
もよい。この場合、これまで表示されていた表示データがリセットされるため、続く書き
換え期間では次の表示データのみが液晶表示装置２３ｂに表示される。従って、ユーザー
は次の表示データをより早期に判別することが可能になる。
【００６９】
　第１層４４及び第２層４５は、それぞれ表示の領域を備えている。第１層４４及び第２
層４５は、表示の領域のいずれか一方のみを特定の色の光を選択反射するプレーナ状態に
、また、表示の領域の両方を特定の色の光を選択反射するプレーナ状態にすることが可能
となる。このため、外部に反射する光をコントロールすることが可能となり、階調の表示
が可能となる。また、表示の領域となるコレステリック液晶層への印加電圧や印加電圧パ
ルス幅を制御することで、光の反射率を制御することが可能であり、中間調を表示するこ
とが可能になる。なお、第１層４４と第２層４５の一方の層全てを表示の領域にし、他方
の層全てを非表示の領域にしてもよい。
【００７０】
　（第３の実施形態）
　　（液晶表示装置２３ｃの構成）
　次に、本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置２３ｃの構成について説明する。液
晶表示装置２３ｃは、液晶表示装置２３ａ及び２３ｂと同様に、図１（ａ）で示されるデ
ィスプレイ２０の構成要素となっている。また、液晶表示装置２３ｃの各構成要素及びそ
の配置は、液晶表示装置２３ｂと同様に図６（ａ）に示す通りである。このため、以下、
その構成要素については、液晶表示装置２３ｂと同様の符号を用いて説明する。
【００７１】
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　液晶表示装置２３ｃの第１層４４及び第２層４５には、それぞれ１画素あたり３つのコ
レステリック液晶層が形成されており、図９に示す第９の状態から第１４の状態の６つの
状態を有することが可能である。液晶表示装置２３ｃにおいて、第９の状態で表示データ
が表示されている場合、新たに表示する表示データは第１４状態でその表示が行われる。
また、液晶表示装置２３ｃにおいて、第１４の状態で表示データが表示されている場合、
新たに表示する表示データは第９の状態でその表示が行われる。このように、第９の状態
と第１４の状態とを交互に切替えて表示データの表示を行う。更に、液晶表示装置２３ｃ
において、第１０の状態で表示データが表示されている場合、新たに表示する表示データ
は第１３の状態でその表示が行われる。また、液晶表示装置２３ｃにおいて、第１３の状
態で表示データが表示されている場合、新たに表示する表示データは第１０の状態でその
表示が行われる。このように、第１０の状態と第１３の状態とを交互に切替えて表示デー
タの表示を行う。更に、液晶表示装置２３ｃにおいて、第１１の状態で表示データが表示
されている場合、新たに表示する表示データは第１２の状態でその表示が行われる。また
、液晶表示装置２３ｃにおいて、第１２の状態で表示データが表示されている場合、新た
に表示する表示データは第１１の状態でその表示が行われる。このように、第１１の状態
と第１２の状態とを交互に切替えて表示データの表示を行う。
【００７２】
　第２の実施形態とは異なり第３の実施形態では、第９の状態、第１０の状態、第１３の
状態及び第１４の状態の枝番号Iの領域と枝番号VIの領域とが常に非表示の領域となる。
また、第１１の状態及び第１２の状態の枝番号IIIの領域と枝番号VIの領域とが常に非表
示の領域となる。なお、第１１の状態及び第１２の状態では、枝番号Iの領域及び枝番号V
Iの領域が常に非表示の領域であってもよい。このように、１画素あたり３つのコレステ
リック液晶層のうち、表示に貢献するコレステリック液晶層を２つとすることで、表示デ
ータの書き換えをより高速に行うことが可能となる。
【００７３】
　第９の状態、第１０の状態、第１３の状態及び第１４の状態は、それぞれ枝番号IIの領
域と枝番号VIの領域とが第１の領域を構成しており、枝番号IIIの領域と枝番号Vの領域と
が第２の領域を構成している。また、第１１の状態及び第１２の状態では、枝番号Iの領
域と枝番号Vの領域とが第１の領域を構成しており、枝番号IIの領域と枝番号IVの領域と
が第２の領域を構成している。なお、第１１の状態及び第１２の状態は、枝番号Iの領域
と枝番号VIの領域とを常に非表示の領域とし、枝番号IIの領域と枝番号VIの領域とを第１
の領域に、枝番号IIIの領域と枝番号Vの領域とを第２の領域にしてもよい。
【００７４】
　液晶表示装置２３ｃは、第１の領域が表示データを表示する「表示の領域」の場合に第
２の領域が表示データを表示しない「非表示の領域」となる第９の状態、第１１及び第１
３の状態、第１の領域が表示データを表示しない「非表示の領域」の場合に第２の領域が
表示データを表示する「表示の領域」となる第１０の状態、第１２及び第１４の状態を備
えている。このように、第１層４４の画素の表示に寄与する領域は、第２層４５の画素の
表示に寄与しない領域に、第１層４４の画素の表示に寄与しない領域は、第２層４５の画
素の表示に寄与する領域に、それぞれ対向するように設けられている。
【００７５】
　ここで、「表示の領域」のコレステリック液晶層は、特定の色の光を選択反射するプレ
ーナ状態又は入射光を透過するフォーカルコニック状態であり、「常に非表示の領域」と
「非表示の領域」のコレステリック液晶層は、入射光を透過するフォーカルコニック状態
のみである（図９参照）。
【００７６】
　例えば、液晶表示装置２３ｃにおいて、第９の状態で表示データが表示されている場合
、新たに表示する表示データは第１４の状態でその表示が行われる（グループ１）。また
、液晶表示装置２３ｃにおいて、第１４の状態で表示データが表示されている場合、新た
に表示する表示データは第９の状態でその表示が行われる。このように、第９の状態と第
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１４の状態とを交互に切替えて表示データの表示を行う。また、他に状態を交互に切り替
えて表示データの表示を行うグループは、図９（ｃ）に示すように、グループ２（第１０
及び第１３の状態）と、グループ３（第１１及び第１２の状態）とがある。
【００７７】
　　(液晶表示装置２３ｃの表示方法)
　本発明に係る第３の実施形態における液晶表示装置２３ｃの表示方法を、図１（ａ）、
図５及び図１０を用いて説明する。液晶表示装置２３ｃ及び記憶装置２２は、制御装置２
１により制御されている。液晶表示装置２３ｃで表示データの書き換えを行う場合、記憶
装置２２に記憶されている現在の液晶表示装置２３ｃの表示状態（第９の状態又は第１４
の状態）を示す表示状態情報は、制御装置２１に読み出される（図５のステップＳ２）。
【００７８】
　記憶装置２２より読み出された表示状態情報が第９の状態を示す場合、図５のステップ
Ｓ３及びＳ４に進み、表示状態情報が第１４の状態を示す場合、図５のステップＳ７及び
Ｓ８に進む。図１０には、第９の状態より第１４の状態に書き換わる例を示している。
【００７９】
　図１０（ａ）に示す書き換え前の表示状態は、第９の状態となっている。第１の領域の
枝番号II領域及び枝番号VI領域が表示の領域であり、例えば緑色の光を選択的に反射する
プレーナ状態となっている。第２の領域の枝番号III領域及び枝番号V領域が非表示の領域
であり、光を透過するフォーカルコニック状態となっている。枝番号I領域及び枝番号IV
領域は、常に非表示の領域である。枝番号II領域で選択的に反射された緑色の光は液晶表
示装置２３ｃより外部に出射され、枝番号VI領域で選択的に反射された緑色の光は、フォ
ーカルコニック状態である枝番号III領域を透過し、液晶表示装置２３ｃより外部に出射
される。書き換え前の表示状態が第９の状態であるため、記憶装置２２には第９の状態を
示す表示状態情報が記憶されている。
【００８０】
　制御装置２１により第９の状態を示す表示状態情報が読み出されると、制御装置２１は
、第１４の状態で書き換え後の表示データが表示されるよう液晶表示装置２３ｃを制御す
る。最初に、枝番号II領域の表示の領域から非表示の領域へのリセットと、枝番号V領域
を非表示の領域から表示の領域への書き換えと、を実行する（図５のステップＳ３及びＳ
４）。図１０（ｂ）に示すように、枝番号II領域はリセット期間であり、プレーナ状態の
枝番号II領域はフォーカルコニック状態となる。また、図１０（ｂ）に示すように、枝番
号V領域は書き換え期間であり、フォーカルコニック状態の枝番号V領域は表示の領域にな
り、表示データに応じてプレーナ状態及びフォーカルコニック状態のいずれか一方の状態
となる。ここでは、フォーカルコニック状態の枝番号V領域はプレーナ状態となる。枝番
号III領域はリセット状態、枝番号VI領域は表示状態となっている。
【００８１】
　図５のステップＳ３が完了すると枝番号II領域はリセット状態となり、ステップＳ５に
進むことになる。このステップでは、枝番号III領域は書き換え期間であり、フォーカル
コニック状態の枝番号III領域は表示の領域になり、表示データに応じてプレーナ状態と
フォーカルコニック状態のいずれか一方の状態となる。ここでは、フォーカルコニック状
態の枝番号III領域は、プレーナ状態となる（図５のステップＳ５）。図１０（ｂ）に示
すように、このステップが完了すると、枝番号III領域は表示状態となる。
【００８２】
　図５のステップＳ４が完了すると枝番号領域Vは表示状態となり、ステップＳ６に進む
ことになる。このステップでは、枝番号VI領域はリセット期間であり、プレーナ状態の枝
番号VI領域はフォーカルコニック状態となる。（図５のステップＳ６）。図１０（ｂ）に
示すように、このステップが完了すると、枝番号VI領域はリセット状態となる。
【００８３】
　図５のステップＳ５及びＳ６が完了すると、液晶表示装置２３ａは、第１４の状態で書
き換え後の表示データを表示し、ステップＳ１１で書き換えが完了したかを、制御装置２
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１で判定する。書き換えが完了したと判定された場合、制御装置２１による第１４の状態
を示す表示状態情報の書込みが記憶装置２２に行われる。更に、ステップＳ２２に進み、
書き換えを終了する。書き換えステップを継続すると制御装置２１で判定された場合、ス
テップＳ２に戻り、記憶装置２２に記憶されている表示状態情報の判定を実行する。
【００８４】
　書き換えステップの前後で、表示データが異なっていてもよいし、同一であってもよい
。従来技術で表示データを書き換える場合、図１０（ｂ）に示すように書き換える領域を
リセットした後に表示データを書き換えるため、書き換え開始から終了までには、リセッ
ト期間と書き換え期間とが必要となる。
【００８５】
　これに対して本実施形態で表示データを書き換える場合、これまでリセット状態であっ
た非表示の領域を表示状態（表示の領域）にし、これまで表示状態であった表示の領域を
リセット状態（非表示の領域）にする。表示データを書き込む非表示の領域は、既にリセ
ット状態であるため、リセット状態の領域を表示状態にするには、書き換え期間のみが必
要である。また、表示状態の表示の領域をリセット状態にするには、リセット期間のみが
必要である。
【００８６】
　第３の実施形態でも、第１層４４及び第２層４５のそれぞれに非表示の領域と表示の領
域とが配置されており、第１層４４の非表示の領域に対する書き換え期間と、第２層４５
の非表示の領域に対する書き換え期間と、をパラレルに実行することが可能である。また
、第１層４４の表示の領域に対するリセット期間と、第２層４５の表示の領域に対するリ
セット期間と、をパラレルに実行することが可能である。このため、書き換え開始から終
了までを高速化することが可能となる。
【００８７】
　また、第２の実施形態には第１層４４と第２層４５のいずれか一方の層に表示の領域に
書き換え可能な非表示の領域が２箇所存在している。そして、非表示の領域を表示の領域
に書き換える場合、２箇所存在している非表示の領域の一方を表示の領域に書き換えた後
、他方を表示の領域に書き換えることになる。１画素の信号線方向に３つのコレステリッ
ク液晶層が形成されている場合、一方の非表示の領域に対応する走査線１ライン及び信号
線全ラインの電位を制御して表示の領域に書き換える。更に、他方の非表示の領域に対応
する走査線１ライン及び信号線全ラインの電位を制御して表示の領域に書き換えることに
なる。
【００８８】
　これに対して、第３の実施形態では、第１の実施形態と同様に、第１層４４及び第２層
４５のいずれか一方の層に、表示の領域に書き換え可能な非表示の領域が１箇所のみ存在
する。このため、非表示の領域を表示の領域に書き換えるために要する期間を短縮するこ
とが可能となる。
【００８９】
　第３の実施形態では、第１層４４の表示の領域に対するリセット期間と、第２層４５の
表示の領域に対するリセット期間と、が異なる期間に実行される例を示したが、これらの
期間を同時にスタートし、リセット期間終了後に第１層４４の非表示の領域に対する書き
換え期間と、第２層４５の非表示の領域に対する書き換え期間と、を開始するようにして
もよい。この場合、これまで表示されていた表示データがリセットされるため、続く書き
換え期間では次の表示データのみが液晶表示装置２３ｃに表示される。従って、ユーザー
は次の表示データをより早期に判別することが可能になる。
【００９０】
　第１層４４及び第２層４５のそれぞれが表示の領域を備えており、表示の領域のいずれ
か一方のみを特定の色の光を選択反射するプレーナ状態にすることができる。また、表示
の領域の両方を特定の色の光を選択反射するプレーナ状態にすることもできる。このため
、外部に反射する光をコントロールすることが可能となり、階調の表示が可能となる。ま
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た、表示の領域となるコレステリック液晶層への印加電圧や印加電圧パルス幅を制御する
ことで、光の反射率を制御することが可能であり、中間調を表示することが可能になる。
なお、第１層及び第２層の一方の層全てを表示の領域にし、他方の層全てを非表示の領域
にしてもよい。
【００９１】
　上述した各処理ステップは、制御装置２１やＣＰＵなどの演算手段が、記憶装置２２や
ＲＯＭやＲＡＭなどの記憶手段に記憶されたプログラムを実行し、本発明のディスプレイ
を制御することにより実現することができる。したがって、これらの手段を有するマイク
ロコンピュータが、上記プログラムを記録する情報記憶媒体を読み取り、当該プログラム
を実行するだけで、本発明の各種機能及び各種処理を実現することができる。また、上記
プログラムをリムーバブルな記録媒体に記録することにより、任意のコンピュータ上で上
記の各種機能及び各種処理を実現することができる。
【００９２】
　このような記録媒体としては、マイクロコンピュータで処理を行うために、例えばＲＯ
Ｍのようなメモリ（不図示）がプログラムメディアであっても良いし、また、外部記憶媒
体としてプログラム読取り装置（不図示）が設けられ、そこに記録媒体を挿入することで
読取り可能なプログラムメディアであっても良い。
【００９３】
　また、何れの場合でも、格納されているプログラムは、マイクロプロセッサがアクセス
して実行される構成であることが好ましい。さらに、読み出されたプログラムは、マイク
ロコンピュータのプログラム記憶エリアにダウンロードされて、そのプログラムが実行さ
れる方式であることが好ましい。このダウンロード用のプログラムは予め本体装置に格納
されていてもよい。
【００９４】
　また、上記プログラムメディアとしては、本体と分離可能に構成される記録媒体であり
、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フレキシブルディスクやハードディスク等
の磁気ディスクやＣＤ／ＭＯ／ＭＤ／ＤＶＤ等のディスクのディスク系、IＣカード（メ
モリカードを含む）等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ（Erasable Progr
ammable Ｒead Only Memory）、ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Ｒ
ead Only Memory）、フラッシュＲＯＭ等による半導体メモリを含めた固定的にプログラ
ムを担持する記録媒体等がある。
【００９５】
　また、インターネットを含む通信ネットワークを接続可能なシステム構成であれば、通
信ネットワークからプログラムをダウンロードするように流動的にプログラムを担持する
記録媒体であることが好ましい。
【００９６】
　さらに、このように通信ネットワークからプログラムをダウンロードする場合には、そ
のダウンロード用のプログラムは予め本体装置に格納しておくか、あるいは別な記録媒体
からインストールされるものであることが好ましい。
【００９７】
　なお、本発明は上述した実施の形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で
種々の変更が可能であり、実施の形態に開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られ
る実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００９８】
　本発明に係る液晶表示装置、電子機器、表示方法、表示プログラム及び記憶媒体は、情
報機器用ディスプレイ、携帯電話用ディスプレイ、電子パーパー用ディスプレイ、電子棚
札用ディスプレイ、ＴＶ用ディスプレイ、車や船舶等の操縦可能な移動体におけるディス
プレイ等に対して広く利用可能である。
【図面の簡単な説明】
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【図１】（ａ）は、第１～３の実施形態に係るディスプレイ２０の模式図である。（ｂ）
は、第１の実施形態に係る液晶表示装置の表示領域におけるＲＧＢ配置図である。（ｃ）
は、（ｂ）における液晶表示装置の表示領域のＸ－Ｙ断面図である。（ｄ）は、第１の実
施形態に係る液晶表示装置の他の形態に係るＸ－Ｙ断面図である。
【図２】第１の実施形態に係るコレステリック液晶層の枝番号（１）領域と枝番号（４）
領域とのフォーカルコニック状態（Ｆ）及びプレーナ状態（Ｐ）の配置図である。
【図３】第１の実施形態に係るコレステリック液晶層の枝番号（１）領域と枝番号（４）
領域とのフォーカルコニック状態（Ｆ）及びプレーナ状態（Ｐ）の他の配置図である。
【図４】（ａ）は、第１の実施形態に係るコレステリック液晶層が第１の状態より第２の
状態に書き換わる際の表示状態の変化を示す図である。（ｂ）は、（ａ）における第１の
実施形態に係る液晶表示装置と、従来の液晶表示装置との画素の表示状態の時間変化の比
較図である。
【図５】第１～３の実施形態に係る液晶表示装置の表示データの書き換えフロー図である
。
【図６】（ａ）は、第２，３の実施形態に係る液晶表示装置の表示領域の断面図である。
（ｂ）は、第２，３の実施形態に係る液晶表示装置の他の形態に係る断面図である。
【図７】（ａ）～（ｆ）は、それぞれ第２の実施形態に係るコレステリック液晶層の第３
～第８の状態におけるフォーカルコニック状態（Ｆ）及びプレーナ状態（Ｐ）の配置図で
ある。（ｇ）は、状態を交互に切り替えて表示データの表示を行う各状態のグループ図で
ある。
【図８】（ａ）は、第２の実施形態に係るコレステリック液晶層が第３の状態より第８の
状態に書き換わる際の表示状態の変化を示す図である。（ｂ）は、（ａ）における第２の
実施形態に係る液晶表示装置と、従来の液晶表示装置との画素の表示状態の時間変化の比
較図である。
【図９】（ａ）は、第３の実施形態に係るコレステリック液晶層の第９～第１４の状態に
おけるフォーカルコニック状態（Ｆ）及びプレーナ状態（Ｐ）の配置図である。（ｂ）は
、第３の実施形態に係るコレステリック液晶層の第９～第１４の状態における表示領域及
び非表示領域の配置図である。（ｃ）は、状態を交互に切り替えて表示データの表示を行
う各状態のグループ図である。
【図１０】（ａ）は、第３の実施形態に係るコレステリック液晶層が第９の状態より第１
４の状態に書き換わる際の表示状態の変化を示す図である。（ｂ）は、（ａ）における第
３の実施形態に係る液晶表示装置と、従来の液晶表示装置との画素の表示状態の時間変化
の比較図である。
【図１１】従来の液晶表示装置の断面図である。
【図１２】従来の液晶表示装置の各走査電極及び信号電極に印加する電圧波形と、その結
果液晶に印加される電圧波形とを示す図である。
【符号の説明】
【０１００】
　　　　　１，５，６，１０，３１，３５，３６，４０　　　透明基板
　　　　　２，４，７，９，３２，３４，３７，３９　　　透明電極
　　　　　３，８，３３，３８　　　コレステリック液晶層
　　　　　１１，１２，１３，４１，４３　　　遮光層
　　　　　１４，４４　　　第１液晶表示層（第１層）
　　　　　１５，４５　　　第２液晶表示層（第２層）
　　　　　２０　　　ディスプレイ
　　　　　２１　　　制御装置
　　　　　２２　　　記憶装置
　　　　　２３ａ～２３ｃ　　液晶表示装置
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